
た。（参照2、3）  

（2）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0，150，450，1350ppm）   

投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。   

1350ppm投与群で雄にアルカリフォスファターゼ（ALP）の増加及び前立腺   

の線維症を伴う重量減少がみられた。同群の雌ではALPの有意な増加はみられな   

かったが、1年間慢性毒性試験では同用量で、13週から有意な増加が認められて   

いることから、この酵素への影響は雌でもあるものと考えられる。  

本試験における無毒性量は450ppm（碓：15．3mg／kg体重／日、雌：15．5mg／kg   

体重／日）と判断された。（参照2、3、5）  

（3）90日間亜急性神経毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄10匹）を用いた混餌（原体：0，300，800，2400ppm）   

投与による90日間亜急性神経毒性試験が実施された。  

本試験において、2400ppm投与群で雌雄に摂餌量減少を伴う体重増加抑制がみ   

られたので、無毒性量は800ppm（雄：58．7mg／kg体重／日、雌：69、6mg／kg体   

重／日）と判断された。神経毒性は認められなかった。（参照2）  

（4）28日間亜急性毒性試験（E－及びZ一異性体、ラット）  

Fischerラット（一群雌雄7匹）を用いたE一及びZ一異性体の強制経口（検体：   

0，10，100，750mg／kg体重／日）投与による28日間亜急性毒性試験が実施された。  

本試験において、E一及びZ一異性体のいずれにおいても、100mg／kg体重／日以上   

の投与群の雌雄に、肝重量の増加及び肝細胞脂肪空胞化が認められたので、無毒   

性量は10mg／kg体重／日と判断された。（参照2）  

12．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）2年間慢性毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各20匹）を用いた混餌（原体：0，200，750，2000ppm）   

投与による2年間慢性毒性試験が実施された。  

本試験において、2000ppm投与群で雌雄に体重増加の抑制及び軽度の貧血、雄   

に腸間膜血管の拡張及び動脈炎（特に膵臓）の発現頻度の増加等がみられ、750   

ppm投与群で雌に体重増加抑制が認められたので、無毒性量は雄で750ppm（36．3   

mg／kg体重／日）、雌で200ppm（11．9mg／kg体重／目）と判断された。（参照2、3）  

（2）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0，150，450，1350ppm）   

投与による1年間慢性毒性試験が実施された。  

本試験において、1350ppm投与群で雌雄にALPの増加、肝重量増加、雄に肝   

脂肪滴の増加、前立腺重量の減少が認められたので、無毒性量は450ppm（雄：  
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14．7mg／kg体重／日、雌：15．7mgrkg体重／日）と判断された。（参照2、3、5）  

（3）2年間発がん性試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各50匹）を用いた混餌（原体：0，200，750，2000ppm）   

投与による2年間発がん性試験が実施された。  

本試験において、2000ppm投与群で雌雄に体重増加の抑制、肝細胞のくもり硝   

子様病巣の出現頻度の増加、雄に腸間膜血管の拡張及び動脈炎（特に膵臓）の出   

現頻度の増加等が、750ppm投与群で雌に体重増加抑制が認められたので、無毒   

性量は雄で750ppm（33．8mg／kg体重／日）、雌で200ppm（11．3mg／kg体重／日）   

と判断された。発がん性は認められなかった。（参照2、3）  

（4）2年間発がん性試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各50匹）を用いた混餌（原体：0，10，100，1000mg／kg   

体重／日）投与による2年間発がん性試験が実施された。また、52週間投与の衛星   

群（対照群：雄4匹、雌5匹、高用量群：雌雄各15匹）が設定された。衛星群で   

は、投与14週後に対照群の全動物と投与群の雌雄各8匹を中間屠殺した。  

衛星群の1000mg此g体重／日投与群の雌雄で、投与14週時に肝重量の増加が   

みられた。52週時には対照群を設けなかったため、肝重量に関して直接比較がで   

きなかったが、1000mg此g体重／日投与群の肝重量は背景データを上回っていた   

（雄で17％、雌で32％）。しかし、14週時の検査で肝臓に投与に関連した病理組   

織学的変化がみられなかったことから、これらの肝重量の変化は適応性の変化と   

考えられた。  

本試験において、1000mg／kg体重／日投与群で雌雄に体重増加抑制が認められ   

たので、無毒性量は100mg／kg体重／日（実測値；雄：98．Omg／kg体重／日、雌：   

96．8mg／kg体重／日）と判断された。発がん性は認められなかった。（参照2、3）  

13．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

SDラット（P世代：一群雌雄30匹、Fl世代：一群雌雄25匹）を用いた混餌   

（原体：0，100，300，1000ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

1000ppm投与群でP世代の雌に体重、体重増加量及び摂餌量の減少が認めら   

れた。同群では鬼動物（Fla、F2a及びF2b）に切歯萌出の僅かな遅延もみられたが、   

毒性学的意義はないと判断された。いずれの投与群においても繁殖に対する影響  

は認められなかった〔⊃  

本試験における無毒性量は、親動物では雄で1000ppm（P世代：69．O mg瓜g   

体重／日、Fl世代：78．6mg／kg体重／日）、雌で300ppm（P世代：24．Omg／kg体   

重／日、Fl世代：27．Omg／kg体重／日）、児動物では1000ppm（P世代雄：69．Omg／kg   

体重／日、P世代雌：79．3mg／kg体重／日、Fl世代雄：78．6mg／kg体重／目、Fl世代   

雌：89．2mg／kg体重／日）、繁殖能力に関しては1000ppm（約76mg瓜g体重／日   

（P及びFl世代雌雄の平均値））と判断された。（参照2、3）  
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（2）発生毒性試験（ラット）  

SDラット（→群雌30匹）の妊娠6－15日に強制経口（原体：0，20，60，160mg此g   

体重／日）投与し発生毒性試験が実施された。  

本試験において、160mg／kg体重／日投与群で母動物の体重増加抑制及び摂餌量   

の減少が認められたので、無毒性量は、母動物及び胎児とも60mg此g体重／日と   

判断された。催奇形性は認められなかった。（参照2、3、5、6）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌8匹）の妊娠6－18日に強制経口（原体：0，135，300，650   

mg／kg体重／日）投与し発生毒性試験が実施された。  

本試験において、650mg／kg体重／日投与群で母動物に体重増加抑制、摂餌量減   

少及び流産数の増加がみられたので、無毒性量は母動物で300mg／kg体重／日、胎   

児で650mg此g体重／日と判断された。催奇形性は認められなかった。（参照2、3）  

14．遺伝毒性試験   

ジメトモルフの各種遺伝毒性試験が実施された。結果は表4に示されている。染色  

体異常試験のうちの2試験では、細胞毒性のみられる濃度で弱陽性であったが、それ   

以外の試験結果は全て陰性であった。（参照2、3、5）   

ジメトモルフの原体混在物及び植物代謝物であるケト体（才）の細菌を用いた復帰   

突然変異試験も実施された。代謝活性系の存在の有無に係わらず、結果は陰性であ   

った。（参照2）  

表4 遺伝毒性試験概要（原体及び原体混在物、農薬抄録より）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

血lイ加  β∂臼〟ぴββぴぁ血   20～100叫g／disk（＋／－S9）   

（ジメト  
陰性  

モルフ）   31，3～5000ト1g／plate   

（Ames試験）   （m1535，m1537、  （＋／－S9）  

m1538，m98，TAlOO）  
陰性  

且c（フ〟（WP2乙JIワA）  

10～237巨g／mL（－S9）   遺伝子突然変異試  チャイニーズハムスタ  

験（HPRT前進突  33～333巨g／mL（＋S9）  陰性  

然変異試験）   

チャイニーズハムスタ     染色体異常試験   23．4～18軸g／mL（－S9）   

ー肺由来培養細胞   （24時間処理）  

（CHL）   11．7～93．叫g／mL（－S9）  

（48時間処理）  
陰性  

93．8～1500巨g／mL（叶S9）  

（6時間処理）  

染色体異常試験  ヒト末梢リンパ球培養  10～75叫g／mL（－S9）   －S9：陰性  

細胞   1～422膵／mL（＋S9）   ＋S9：細胞  

毒性のあ   
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試験  対象   処理濃度・投与量   結果  

る濃度で  

陽性  

染色体異常試験  チャイニーズ・ハムスタ  160膵／mL（－S9）   

ーV79細胞   （7，28時間処理）  

12～160膵／mL（－S9）  
－S9：陰性  

（18時間処理）  
＋S9：細胞  

17叫g／mL（＋S9）  
毒性のあ  

（7，28時間処理）  
る濃度で  

13～170トg／mL（＋S9）  
弱陽性  

（18時間処理）  

不定期DNA合成  

（UDS）試験   
陰性  

細胞形質転換試験  シリアンハムスター胚  5～50膵／mL（－S9）   

（SHE）細胞   （6，48時間処理）  

25…265巨g／mL（＋S9）  
陰性  

（6時間処理）   

⊥ロlノryP  ！マウス骨髄細胞   5000mg／kg  
（ジメト  （単回強制経口投与）   陰性   

モルフ）   

血Iイぉり  復帰突然変異試験  見物見地血lエⅢ   10～50Llg／plate（＋／・S9）   

（Ames試験）   （m1535，m1537，  
m98，mlOO）  

陰性   

且co〟（WP21JⅢA）   

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  
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Ⅲ．総合評価   

参照に挙げた資料を用いて、農薬「ジメトモルフ」の食品健康影響評価を実施した。   

動物体内において、低用量では速やかに吸収された。胆汁排泄を介して主に糞中に  

排泄された。主要代謝経路はメトキシ基の脱メチル化及びグルクロン酸抱合化であり、  

主要代謝物はB、C及びそのグルクロン酸抱合体であった。   

植物体内では、大部分のジメトモルフが植物表面に残留した。レタスにおいて、主  

要代謝経路はモルホリン環の開裂及びメトキシ基の脱メチル化、それに続く抱合化で  

あり、主要代謝物はJ、B及びその抱合体であった。   

作物残留試験がジメトモルフ（E体十Z体）を分析対象化合物として実施されてお  

り、最大残留値は、最終散布後7日目に収穫した葉ねぎ（茎葉）の2．94mg／kgであっ  

た。後作物残留試験では、いずれの作物においても残留値は検出限界以下（＜0．01  

mg／kg）であった。   

各種運命試験及び残留試験結果から、農産物の暴露評価対象物質をジメトモルフ（親  

化合物のみ）と設定した。   

各種毒性試験結果から、神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び  

生体において問題となる遺伝毒性は認められなかった。   

評価に用いた評価書等に記載されている各試験の無毒性量等は表5に示されている。   

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値はラットを用いた2年間発  

がん性試験の11．3mg／kg体重／日であったので、これを根拠として、安全係数100で  

除した0．11mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．11mg／kg体重／日  

発がん性試験  

ラット  

2年間  

混餌  

11．3mg／kg体重／日  

100   

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認す  

ることとする。  
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表5 各試験における無毒性量等の比較  

投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  
動物種  試験  

（mg／kg体重／巨り  
農薬抄録   米国   豪州   EU   

フット   雄：73  雄：73  14．2  
q4q叫1㈱Ⅲ）m   雌：82  

15  

細目間  雌：82  

亜謝生  
雄：0，2．9，14名73  雄：リンパ球数  

毒は討験  
雌：0，3呈15風紀  雌雄：毒性所見な  

し  し  雌：回腸の限局  

性のうっ血  

雄：58，7  
lll揖l ‖l〃   雌：69．6  

謀）日間  

亜謝生  
神陸毒性  制、摂餌量減少  
討験  

（神経毒性は認め  

られない）  

雄：36．3  雄：36．2  10  9  

0，珊7勤，加ppm   雌：11．9  
雌：11．9  

2年間  
慢性毒性      雄：体重増加抑制等    雄：体重増加抑   雌：体重増加抑   雌：体重増加抑    雄：0，9．4弧ら労．9  

討験   雌：0，u．玖57．7，157．7  雌：体重増加抑制  制、動脈炎  制   制、肝細胞の変  
雌：体重増加抑  化  
制、肝のくもり硝  

子様病巣  
雄：33．8  雄：33．9  12  （上記慢性毒  

q珊7叫虻伽ppm   雌：11．3  雌：11．4  性試験とあわ  

せて評価）  

2年間  

発がん性      雄：体重増加抑制等    雌雄：体重増加抑   雌：体重増加抑  

試験  雌二体重増加抑制  制  

（発がん性は認め   （発がん性は認  

られない）   められない）   められない）   められない）  

親動物   
0，1（カ，叫1（X氾ppm  

親動物   親動物   親動物  
雄：20．8  6（100ppm）  

P雌：24．0  雌：24  

Fl雄：78．6  

Fld堆：27．0  

P雌：q8．q弘q79．3  児動物  児動物  児動物  

児動物  雄：20．8  （1000ppm）  

P雄：69．0  雌：24．0  

P雌：79．3  

Fl雄：78．6  
2世代  Fl雌：89．2  繁殖能  繁殖能   繁殖能  

繁瀞験  雄：69  （1000ppm）  

繁殖能  雌：79．3  

雌雄：約76  
親動物：体重増加  

親動物：雌の体  

親動物：雌の体重  
重増加抑制  期間の体重増  

増加抑制、摂餌量  
加抑制  

減少  出遅延  

（繁殖能に対す  
（繁殖能に対する  

影響は認められな  

れない）   
れない）   められない）   

い）   
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投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

動物種  試験  
（mg戌g体重／日）  農薬抄録   米国   豪州   EU  

qヱ犯叫1伎）   母動物二60  母動物：60  60  60  

胎児：60  胎児：60  

母動物：体重増加    母動物：体重増加   母動物：体重増   母動物：体重増  

発生毒性  
抑制等   抑制、摂餌量減少  加抑制、摂餌量  加抑制、摂餌量  
胎児：早期胚吸収  減少   減少  

試験  
胎児：月杢吸収率増  

加  胚死亡増加  胚死亡増加  

（催奇形性は認め   

られない）   められない）   められない）   認められない）   

マウス   雄：98．0  100  （試験プロトコ  

鯉堆：96．8  ールの制限によ  
0，10，100）1（珊  

り設定されな  

い）  

2年間  雌雄：体重増加抑   鷹堆雄：体重増加抑      衛星群でのみ   

発がん性  制  1000mg／kg体  

試験   雌：0，9．8，弧8，耶7   重／目で肝重量  

増加  

（発がん性は  

られない）   められない）   められない）   認められない）   

ウサギ   0，1：賂，誹，椴）   母動物：300  母動物：300  300  300  

胎児：650  胎児：650  

発生毒性  
母動物：体重増加  

抑制、摂餌量減少、  摂餌量減少、胚  
試験  

流産の増加  死亡（流産）  

（催奇形性は認め  

られない）   められない）   められない）   認められない）   

イヌ   雄：15．3  15  15  15  
ql謀），4叫1麗のppm   雌：15．5  

洲日間  

亜謝生      雄：前立腺重量減   前立腺重量減少、   前立腺重量減   肝、精巣、前立  
毒性訊験  少、ALP増加等  少、AI．P増加等  腺への影響  

雌：毒性所見なし   

雄：14．7  雄：14．7  15  4．9  

0，1≡氾，4叫1茄0押m   雌：15．7  雌：15．7  
1年間  

慢牌生      雌雄：ALP増加、    雄：前立腺重量減   前立腺重量減少   雄：精巣重量増    雄：0，49，14．7，4A6  

試験  雌：0，5．0，15．7，47．0  肝重量増加等   少  等   加  

雌：記載なし  雌：肝重量増加   

NOAEL：11．3   NOAEL：11   NOAEL：6   NOAEL：5  

ADI（cRfD）  A工）Ⅰニ0．11   cR董D二0，11   ADI：0．06   ADI：0．05  

SF：100   UF：100   SF：100   SF：100   

ラット2年間   ラット2年間   
ADI設定根拠資料  

ラット2世代  イヌ1年間  

発がん性試験   発がん性試験   繁殖試験   慢性毒性試験   

／：試験記載なし。  

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 UF：不確実係数 ADI：一日摂取許容量 cRfD：慢性参照用量  

1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   化学名   

（昂カー4－【3・（4－クロロフェニル）－3－（3，4－ジメトキシフェニル）アクリロイル】モルホ  
A  

リン   

（昂オー4・【3・（4－クロロフェニル）－3－（3・ヒドロキシー4－メトキシフェニル）十オキソ  
B  

－2－プロペニル】モルホリン   

C   
（旦カー4－【3・（4－クロロフェニル）－3－（4－ヒドロキシー3－メトキシフェニル）－1－オキソ  

－2・プロペニル】モルホリン   

（旦カー4－【3－（4－クロロフユニル）－3－（3，4－ジメトキシフェニル）十オキソー2プロペニ  
D  

ル］－2・オキソーモルホリン   

（昂勿・4－【3イ4－クロロフェニル）－3－（3，4－ジメトキシフェニル）－1－オキソー2－プロペニ  
E  

ル】－3・オキソーモルホリン   

〃〃ビス（2－ヒドロキシエチル）甘（4・クロロフェニル）－3－（3，4－ジメトキシフェニ  
F  

ル）－2・プロペノアミド   

ノV（2－ヒドロキシエチル）－3－（4－クロロフェニル）－3－（3，4－ジメトキシフェニル）－2・プ  
G  

ロペノアミド   

H   〃［3－（4－クロロフェニル）－3一（3，4－ジメトキシフェニル）づ－プロペノイル］グリシン   
3－（3，4－ジメトキシフェニル）－3－（4・クロロフェニル）・プロペン酸   

J   3，4・ジメトキシー4’一クロロベンゾフェノン   

K   3－（4・クロロフェニル）一3－（3，4－ジメトキシフェニル）アクリルアミド   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ai   有効成分   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

Cmax   最高濃度   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

Tl／2   半減期   

TAR   総処理放射能   

Tmax   最高濃度到達時間   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

作物名  
試  

残留値（mg／kg）  

（栽培形態）  E体  Z体  合計  
（分析部位）  

場  
実施年度  最高値  平均値  最高値  平均値  

だいず  

（露地）  800～  
7   0．02   0．01★  0．03   0．02★  0．03★  

（乾燥子実）  
3  14   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   ＜0．01  ＜0．02  

21   ＜0．01  く0．01   0．01   0．01★  0．02★   
2003年度   

あずき  

（露地）  
7   0．01   0．01★   0．05   0．04   0．05  

（乾燥子実）  2  375～ 500   3  14   0．01   0．01★   0．08   0．06   0．07  
21   0．01   0．01★   0．06   0．05   0．06   

2002年度  

ぱれいしょ  

（塊茎）  2  750   
14   く0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   ＜0，02  

1990年度  

3  

21   く0．01   ＜0．01  く0．01  く0．01  ＜0．02   

ばれいしょ   7   ＜0．0044  ＜0、004  ＜0．0056  ＜0．005  く0．01   

（塊茎）  2  200   3  14  ＜0．0044  ＜0、004  く0．0056  ＜0．005  く0．01   

2004年度  21   ＜0．0044  ＜0、004  ＜0．0056  ＜0．005  く0．01   

はくさい   500～  3   
0．38   0，26   0．41   0．32   0．57   

（茎葉）  2  
750   

3  7   0．13   0．08   0．23   0．15   0．24   

2000年度  14   0．16   0．08   0．20   0．11   0．11   

キャベツ   
1   0．22   0．14   0．28  0．16   0．30   

（菓球）  2  500   3  7   0．07   0．03   0．09  0．05   0、08   

2004年度  14   0．02   0．02★   0．03  0．02★  0，03★   

たまねぎ  
7   く0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0、01   く0．02  

（鱗茎）  2  600   
12   ＜0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．02  

1991年度  

3  

14   ＜0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  

20   ＜0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．02   

葉ねぎ   
500～  

3   1．70   0．87   2．14   1．36   2．23   
（茎葉）  2   750   3  7   2．79   1．47   2．34   1．47   2．94   

2000年度  14   0．30   0．15★   0．43   0．20   0．36   

根深ねぎ  
3   2．21   1．23   1．80   1．00   2．24  

（茎葉）  
2  750   

2000年度  
3  7   1．66   0．88   1．71   0．92   1．80  

14   0．31   0．18   0．36   0．24   0．42   
2001年度  

トマト  

（施設）   
1   p・21   0．18   0．20   0．16   0．34   

（果実）  

2  500   3  3   0．39   0．26   0．36   0．20   0．46  
7   0．29   0．17   0．24   0．13   0．30   

1987年度  

ミニトマト  

（施設）   

375～  
0．81   0．70   0．68   0．62   1．32   

2  
750   

3   3   0．90   0．77   0．68   0．58   1．35   

く果実）  7   0．84   0．61   0．58   0．48   1．09   

2004年度  

きゆうり   
1   0．16   0．09   0．14   0．07   0．16   

（施設）  3   0．11   0．08   0．07   0．06   0．14  

（果実）  

2  500   3  4   0．05   0．02★  0．01   0．01★  0．04★  

7   0．04   0．02   0．02   0．02   0．04  
1987年度  

8   0．03   0．02★  ＜0．01  ＜0．01   0．03★   

かぼちゃ  
3   0．222   0．101  0．247  0．115   0．214  

（施設） （つる以外） 2005年度  2  450   
3  7   0．209   0．101  0．231  0．116   0．218  

14   0．173   0．076  0．206  0．090   0．165   
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作物名  
試  

残留値（mg／kg）  

験   E体  Z体  合計  
（栽培形態） （分析部位） 実施年度    圃 場  

数   最高値  平均値  最高値  平均値  

すいか  

（施設）  500′㌧  
3   ＜0．01   ＜0．01  く0．01  ＜0．01   ＜0．02  

（果実）  2   750   3  7   く0．01   ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．02  

14   く0．01   く0．01  く0．01  ＜0．01   く0．02   
2001年度  

メロン  

（施設）  558へ′  
＜0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   ＜0．02  

（果肉）  2   758   3   3   く0，01   く0．01  ＜0．01  ＜0．01   ＜0．02  

7   く0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02   
2004年度  

えだまめ  

（花梗を除く   770～  
1   1．78   1．06   2．99   1．72   2．78  

さや）  900   
3  3   1．13   0．72   2．06   1，20   1．93  

7   1．19   0．64   1．86   1．10   1．74   
2004年度   

ぶどう  

「小粒」  

（施設、無袋）  
45   3．14   1．72   1．90   0＿96   2．69  

（果実）  

2  
61   1．09   0．87   0．63   0．55   1．42   

1990年度   

ぶどう  

「′ト粒」   30   0．88   0．86   0．53   0、48   1．35   
ロ  625～ 1000   2  45   0．37   0．30   0．19   0．16   0，47   

（果実）  60   0．29   0．26   0．16   0、15   0．42   

1991年度  

ぶどう  
「小粒」   60   0．68   0．37   0．71   0．38   0．74   

2  1000   2  75   0．04   0．03   0．05  0．03   0．06   

（果実）  90   0．01   0．01★   0．01  0．01★  0．02☆   

1992年度  

ぶどう   28   0．65   0．54   0．39   0．36   0．90   

「大粒」  
30   1．33   1．22   0．71   0．64   1．86   

2  1000   
44   0．58   0．48   0．46   0．58   0．84  

（果実）  

2  
45   1．32   1．26   0．76   0．73   2．00  
58   0．51   0．45   0．31   0．27   0．72  

1991年度  60   1．20   0，91   0．74   0．53   1．44   

ぶどう   59   1．03   0．86   0．84  0．72   1．58   
「大粒」  60   0．27   0．20   0．24  0．19   0．39   

2  1000   2  73   0．39   0．36   0．35  0．32   0．68   

（果実）  75   0．04   0．03   0．04  0．03   0．06   

1992年度  90   0．05   0．03★   0．06  0．04★  0．06★   

注）・合計値＝E体（平均値）十Z体（平均値）   

・散布には水和剤を使用した。   

・一部に検出限界以下を含むデータの平均を計算する場合は、検出限界値を検出したものと  

して計算し、＊印を付した。   

・全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。   

・複数の試験機関で、検出限界が異なる場合の最高値は、大きい値を示した（例えばA機関で  

＜0．004、B機関で＜0．0044の場合、く0．0044とした）。  

－25－   



＜別紙4：後作物残留試験成績＞  

前作  作物名  
試  

残留値（mg／kg）   

協新郎闇 実施年度   験 圃  
E体  Z体  

（日）  

合計  

場 数   
最高値  平均値  最高値  平均値  

だいこん  

（板部）  1  79  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．02  

2004年度  

えだまめ  だいこん  

770×2   3                        （菓部）  ロ  79  ＜0、01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．02  
2004年度   2004年度  

はくさい  

2004年度   
く0．02        ロ  97  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   

注）・合計値＝E体（平均値）＋Z体（平均値）   

・散布には50％水和剤を使用した。   

■全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。  

－26－   



＜参照＞  

1食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部を改正  

する件（平成17年11月29日付、平成17年厚生労働省告示第499号）  

2 農薬抄録ジメトモルフ（殺菌剤）（平成18年4月6日改訂）：  

BASFアグロ株式会社  

3 USEPA：FederalRegisterIVbl．67，No．188，60916－60923（2002）  

4 USEPA：FederalRegister／Ⅵ）1．68，No．188，55826－55833（2003）  

5 AustraliaNRA：TbxicologyEvaluationofDIMETHOMORPH（NRANo．  

P48117A，P48103A）（1996）  

6 EuropeanFoodSafbtyAuthority：EFSAScientificReport（2006）82，1－69，  

Conclusiononthepeerreviewofdimethomorph．   

（URL；http：／／www．efsa．europa．eu）  

7 食品健康影響評価について：食品安全委員会第144回会合資料1－1   

（URL；http：／／www．fsc．go．jp／iinkai／i－dai144／dai144kai－Siryoul－1．pdf）  

8「ジメトモルフ」、「ペントキサゾン」及び「ヨウ化メチル」の食品衛生法   

（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づく、食品中の残留基  

設定に係る食品健康影響評価について：食品安全委員会第144回会合資料1－3   

（URL；http：／／www．fsc．go．jp／iinkai／i－dai144／dai144kai－Siryoul－3．pdf）  

9 食品健康影響評価について：食品安全委員会第153回会合資料卜1－b   

（URL；http：／／www．fsc．go．jp／iinkai／i－dai153／dai153kai・Siryoul－1－b．pdf）  

10 暫定基準を設定した農薬等に係る食品安全基本法第24条第2項の規定に基づ  

く食品健康影響評価について：食品安全委員会第153回会合資料1－4   

（URL；http：／／www．fkgo．jp／iinkai／i－dai153／dai153kai－Siryoul－4．pdf）  

11食品安全委員会農薬専門調査会確認評価第一部会第1回会合   

（URL；http：／／www．fsc，gO．jp／senmon／nouyaku／kakuninl＿dail／index．html）  

12 食品安全委員会農薬専門調査会幹事会第5回会合   

（URL；http：／／www．fsc．go．jp／senmon／nouyaku／kanjikai＿dai5／index．html）  

13 食品安全委員会農薬専門調査会確認評価第一部会第2回会合   

（URL；http：／／www．fsc．go．jp／senmon／nouyaku／kaknninl＿dai2／index．html）  

14 食品安全委員会農薬専門調査会幹事会第10回 

（URL；http：／／www．fsc．go．jp／senmon／nouyaku／kanjikai＿dailO／index．html）  

ー27－   



ー28－   




